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三鷹市立第二中学校 （技術・家庭）科 授業改善推進プラン

３ 指導方法の課題分析と具体的な授業改善策及び補充指導等の計画

指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 補充・発展指導計画

○ものづくりの手順を創意す ○製作工程表の作成等を通してものづ ○製作の記録を用いて、自己評
第 る力が不十分である。 くりの見通しをたてさせる。 価をさせる。 （技術）

（技術） （技術）
１ ○選択授業の中で、発展的な内
○基礎縫い、包丁の扱い等の ○課題解決型の実習を行う。（技術） 容（手芸）を扱う。（家庭）

学 技能の習得に個人差がある
（家庭） ○基礎・基本を丁寧におさえる。

年 （家庭）
○自分の生活に結びつけて学
習することが不十分である ○長期休業等の課題学習として、衣服

（家庭） の手入れ、掃除を行う。 （家庭）

○基本的な道具の使い方や構 ○実習を通して、道具の正しい使い方 ○選択授業において、発展的な
第 造についての理解が、不十 を体感させる。 （技術） 題材を用いた製作を行わせる

分である。 （技術） （技術）
２ ○計画の段階で班での話し合いを十分
○調理の授業の中で理解して 深めるようにする。 （家庭） ○選択授業の中で、発展的な内

学 から実習という流れの中で 容（手芸）を扱う。（家庭）
理解が不十分である。 ○食生活に関する課題解決学習を取り

年 （家庭） 入れる。 （家庭）

○自分の生活に結びつけて学 ○家族のための食事作りを実践させて
習することが、不十分であ いく。 （家庭）
る。 （家庭）

○基礎・基本の知識と実際の ○作業中にも基礎・基本の内容を確認 ○レポートの中身を配慮する。
第 作業のとの連携が不十分で し、作業に結び付けて考えられるよ （技術）

ある。 （技術） うに指導する。 （技術）
３ ○発展的な内容は、選択授業で
○時間数が少ないため、学習 ○課題解決を充実させる。 扱う。（家庭）

学 内容の定着が難しい面があ （技術・家庭）
る。 （家庭）

年


